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路面のスペクトル密度と自動車の振勤

トラス橋6橋面起伏と搬動について

デツド・ストツプ法による臼動滴定

路面のスペクトル密度と自動車の振動
高　　橋　　安　　人

　道路表面の高低が定常不規則分布をなすものと仮定す

れば路面状況をスペクトル密度分布によつて定量的に表

現できる。これを使うと線形ブイルターとしての自動車

の上下動特性が既知のときその路面における車体振動状

況が定量的に推定される。筆者は生研岡本教授が測定さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
れた市川橋舗道の値（つぎの頁参照）を用いてそのスペク

トル密度を算出した。またこの結果へ生研平尾，亘理助

教授らが求められた試験自動車の特性を組合わせて，こ

の車が前記の舗道を走る場合の振動の大さと分布を各種

の走行速度について推定計算した。車体振動の方は現地

実験を計画中であるから，今回は路面関係の計算値の一

例だけを速報する。

　路面の実測値は長さ60mにわたる。第1図のAは
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第1図　市川橋の路面の一部
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その一部の例を示す。これを便宜上平均の高さを基準に

とつて読む。図の曲線Bがこの基準に用いた12鶏当

りの移動平均高さである。図示のx（mm）を30　cm毎

に読んでx1，　x2，……，　XNとすれば自己相関かん数は

　　　　　　　1　』r司穐
　　R伽）≒N一勉嵩耀・柵（mm）2°’・…（1）

このmを30m／100＝1（m）（路面長）に換算すると

（1）式はデータのある区間長（60m）の約1／5まで適

用され，第2図の曲線Aを得る。これをBすなわち
　　R（’）．＝49e－o・u31cos　O．561　・…　6・…　。・・・・・…　（2）

に近似置換するとこの路面のスペクトル密度は
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　　　ただしf1は路面長1m当りの起伏数

（N）

第2図　路面の自己相関かん数

によつて第3図のように算出される。なお第1図の寸法

Xの平方根2乗平均値（rws値）は
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　　　　　第3図　路面のスペクトル蜜度

である。

　この第3図が，最初に記した前提下では，変形しない路

面の特性を統計的に表現するものとみることができる。

この形状から道路の性格を判定すること，これが既知な

らば振動特性（伝達かん数）の知れた車が走るときの車体

振動のスペクトルを推定すること，逆に後者から前者を

推定することが可能と思う。特に第3の方法は道路試験

車による路面診断法に数量的根拠を与えるものである。

　この研究はWienerの理論およびPhillips，　Nicho1s

らによるそれの電探サーボへの応用理論を路面と車輌振

動の問題へ導入したものである。路面に関し岡本教授，

北川助手，自動車に関し平尾，亘理両助教授，計算に関

し丸山君の密接な御協力を感謝する。　　（1953．5、8）

欄1凱1闘賭班1蹴ii肪酬聾川川lit川聞川鵬1川ii“1鎚ll川樋川illu［1川蝋1賭1川lll川川1鑓IM畑lll淵闘1臆酷槻ll鼎11i川㈱“iHlll川腫鮭llMilMtt川llMIHtlH出illltlMl舘lm棚lll鮭旙舳1川liM鈍1猛1欄1髄1鰍職1槻【Ml旙鱒

23


